
　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
織
り

交
ぜ
た
独
自
の
作
風
で
知
ら
れ
る
映
画
作
家
の
吉
開

さ
ん
は
、
前
橋
国
際
芸
術
祭
２
０
２
６
で
発
表
す
る

短
編
映
画
を
本
市
に
滞
在
し
て
製
作
し
て
い
ま
す
。

 「
テ
ー
マ
は
か
ら
っ
風
。
川
に
近
い
場
所
、
特
に
冬

の
橋
上
は
風
が
強
い
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
利
根
川

周
辺
な
ど
を
自
転
車
で
走
っ
て
み
た
い
で
す
。
吹
き

下
ろ
す
風
の
根
本
で
あ
る
赤
城
山
も
見
に
行
く
予

定
で
す
」

　

今
回
の
短
編
映
画
の
製
作
を
依
頼
さ
れ
た
と
き
、

吉
開
さ
ん
は
運
命
的
な
も
の
を
感
じ
た
そ
う
。

「
尊
敬
す
る
体
操
家
の
野
口
三み

千ち

三ぞ
う

さ
ん
は
群
馬
県

出
身
。
自
分
の
体
を
流
体
と
し
て
捉
え
直
す
と
い
う

考
え
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
風
も
空
気
の
流
れ
な
の

で
、
つ
な
が
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

滞
在
初
日
に
ま
ち
な
か
を
散
策
し
た
吉
開
さ
ん
。

「
ま
ち
な
か
に
小
さ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
市
民
が
描
い
た
作
品
や

撮
影
し
た
写
真
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
聞

い
て
、
芸
術
へ
の
関
心
が
高
い
人
が
多
い
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
雨
上
が
り
の
広
瀬
川
の
勢
い
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
ま
ち
な
か
の
濁
流
が
と
て
も
印
象

的
。
川
の
概
念
が
変
わ
り
ま
し
た
」

 「
作
品
の
テ
ー
マ
は
か
ら
っ
風
で
す
が
、
そ
れ
に

限
ら
ず
前
橋
市
に
滞
在
し
て
感
じ
た
こ
と
を
取
り

込
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
今
後
、
市
民
と
一
緒
に
野

口
さ
ん
の
考
え
た
体
操
を
で
き
た
ら
い
い
な
と
も

思
っ
て
い
ま
す
」

　

市
民
生
活
の
一
部
と
も
い
え
る
か
ら
っ
風
が
、
吉

開
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る

の
か
。
来
年
秋
の
発
表
に
向
け
、
吉
開
さ
ん
の
滞
在

製
作
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

前
橋
で

ア
ー
ト
と
文
学
に

触
れ
る
秋

　

ま
ち
な
か
の
商
業
施
設
を
改

装
し
た
市
立
の
美
術
館
・
ア
ー

ツ
前
橋
。
開
館
以
来
、
市
民
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
文
化
芸
術

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
展
覧
会
や
地
域
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

前
橋
文
学
館
は
萩
原
朔
太
郎

な
ど
の
詩
人
や
文
学
者
の
資
料

を
展
示
。
常
設
展
の
ほ
か
企
画

展
も
多
く
開
催
し
、「
近
代
詩
の

ふ
る
さ
と
」
と
い
わ
れ
る
本
市

の
文
学
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

芸
術
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

本
市
。
秋
の
お
出
か
け
で
ア
ー
ト

に
、
家
で
ゆ
っ
く
り
と
文
学
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

サウンドイマーシブシアター「糸町 」
　ヘッドホンから流れる声を頼り
にまちを歩く没入型作品。観客自
身が作品の一部に取り込まれるよ
うな体験をしてみませんか。
時 12月21日㈰まで
場 中心市街地
￥ 300円
申 二次元コードの申
し込みフォームで

　まちなかを流れる広瀬川と馬場川。２つの川の流域に
あるアートスペースや歴史的建造物、喫茶店などで作品
を展示します。
時 10月18日㈯〜11月９日㈰の土日曜、11時〜17時
場 旧安田銀行担保倉庫（住吉町二丁目）、広瀬川美術館（千
代田町三丁目 ）、ya-gins（千代田町三丁目 ）、Maebashi 
Works（千代田町二丁目）、map前橋 “市民”ギャラリー（千
代田町二丁目 ）、喫茶マルカ（千代田町四丁目 ）

￥ 一般500円、高校生以下無料（パスポート制・会期中
何度でも入場可 ）
申 各会場で
問 River to River 川
のほとりのアート
フェス事務局

 yaginsfes2021@
gmail.com

　まちづくりビジョン「めぶく。Where good 
things grow.」の策定から10年になる2026年
秋、中心市街地のアートスポットやまちづく
り活動をネットワークで結び、芽吹きから若
木へ、さらに感性を育む森へと変容を続ける
前橋の風景に、人とまちをつなぐ多彩なアー
ト体験をちりばめていきます。
時 来年９月19日㈯〜12月20日㈰
場 アーツ前橋、まえばしガレリア（千代田町
五丁目 ）、白井屋ホテル（千代町二丁目 ）、前
橋文学館ほか
問 前橋国際芸術祭事務局（前橋まちなかエー
ジェンシー）
☎０２７‒２１２‒２１１７

体験型インスタレーション「Curtain Call」
　演劇とアートの境界を探
る劇団「マームとジプシー」
のインスタレーション作品。
アーツ前橋を中心に、広瀬
川河畔に点在する４つの景
色とともにご鑑賞ください。
時 12月21日㈰まで
場 アーツ前橋、前橋文学館
ほか

問 アーツ前橋　 ☎０２７ｰ２３０ｰ１１４４

問 

ア
ー
ツ
前
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☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
１
１
４
４

　

 

前
橋
文
学
館 

　
☎
０
２
７
‐
２
３
５
‐
８
０
１
１

　第33回萩原朔太郎賞は大崎清夏さんの『暗闇に手をひらく 』に
決定しました。
最終候補（刊行順 ）＝『亡船記 』青柳菜摘（thoasa）、『散歩依存症 』
究極Ｑ太郎（現代書館 ）、『暗闇に手をひらく 』大崎清夏（リトル
モア ）、『落下の夢‐vergissmeinnicht』小林坩堝（思潮社 ）、『FULL 
L』水無田気流（書肆侃侃房 ）、『アイムホーム 』向坂くじら（百万
年書房 ）

●贈呈式・記念イベント
　賞の贈呈式や選考経過の説明、朔
太郎賞受賞者・大崎清夏さんの記
念講演を実施します。
時 11月１日㈯13時30分
場 前橋文学館
対 一般、先着100人
申 10月７日㈫から同館へ

問 前橋文学館　 ☎０２７‐２３５‐８０１１

映画作家・ダンサー。主な監
督 作品は『Shari』（ロッテル
ダム国際映画祭2022公式選
出 ）『Grand Bouquet』（ カ ン
ヌ監督週間2019正式招待 ）

『ほったまるびより』（第19回文
化庁メディア芸術祭エンター
テイメント部門新人賞 ）など。

撮影：黒川 ひろみ

前橋文学館の企画展などは本紙12ページをご覧ください。

昭和57年神奈川県生まれ。
詩人。詩集『指差すことが
できない 』で第19回中原
中也賞、『地面 』『新しい住
みか 』『踊る自由 』など。

大崎 清夏さん

　このたびはありがとうございます。

敬愛する詩人の名を冠した賞をいただ

き、ほんとうに光栄です。この受賞を、

これまで表現活動をともにしてきたす

べての方に伝えたいと思います。

受賞コメント

「ゴースト　見えないものが見えるとき」関連企画アーツ前橋企画展

「River to River 川のほとりのアートフェス2025」

前橋国際芸術祭2026

めぶく。カンファレンス
　今年９月から来年９月まで毎月アーティス
トによるレクチャーやプロジェクトの活動報
告などをするカンファレンスの２回目を実
施。前橋国際芸術祭に企画段階からつながる
ことができます。
時 10月17日㈮19時
場 前橋国際芸術祭準備室（本屋 水紋２階（千
代田町二丁目 ））
申 会場に直接

大崎清夏さんの『暗闇に手をひらく』萩原朔太郎賞決定

吉開 菜央さん
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